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長野県岡谷市にある児童養護施設「つつじが丘学園」。

社会福祉法人 
つるみね福祉会の沿革

つるみね福祉会が経営する児童
養護施設「つつじが丘学園」のは
じまりは、昭和26年。もともとは
更生保護法人の付設事業として長
野県岡谷市で戦災孤児を受け入れ
ていた「塩嶺学園」を、昭和41年
に「つつじが丘学園」と改名し現
在の地に移転。平成13年、運営法
人はつるみね福祉会に園を寄附し、
経営を全面移管する。その後、施
設の小規模化・地域分散化を図り、
平成25年に地域小規模児童養護施
設「さつきの家」、平成27年に「み
つばの家」を開設し、子育て支援
の専門施設としての展開をめざす。

これまでの児童福祉の活動実績
により、前理事長で県議会議員の
濱 万亀彦氏をはじめ歴代役員に
地域の要人が名を連ね、令和2年
6月からは元岡谷市長である林　
新一郎氏が理事長に就任。現在、
県の措置による入所児童の生活支

援や一時保護児童の心理的ケア、
市町村からの依頼によるショート
ステイ事業のほか、子育て家庭の
相談事業やDV被害を受けている
母子の緊急一時保護などを行う。

「子どもは社会の子である」とい
う考えのもと、行政や関連団体と
連携しながら、諏訪地域における
子育て家庭が抱える多様な課題の
解決に取り組んでいる。

社会福祉法人 
つるみね福祉会の 
理念と方針

つつじが丘学園［養育理念］

つつじが丘学園は、
「いのち・笑顔・自立心」
を大切にします。
【いのち】自分も相手も、みんな
を大切にします。
【えがお】ぬくもりと安心が感じ
られる生活を目指します。
【そだち（自立）】いつでも自分の意
志を表現できる生活を目指します。

社会で生（活）きる生活力をはぐ
くみます。

つつじが丘学園［基本方針］

「自立支援」を基本理念に置き、
ここの児童に対し個別に適切な処
遇・支援計画を立て、実施してい
ます。
⃝ 職員との信頼関係を基に、愛着

心・自立心・責任感を養います。
⃝ 支援に当たっては、児童の自主

性及び意見を尊重します。
⃝ 基本的生活習慣の習得をはか

り、社会性を養います。
⃝ 児童が同然持つべき欲求に対

し、最大限の充足をはかり、豊
かな心を育てます。

地域交流の田植えの様子。「子どもは社会の子である」という考えのもと、
積極的に地域との交流を図っている。

社会福祉法人 つるみね福祉会［長野県岡谷市］の試み

クラウドファンディングを活用して新規事業の
立ち上げと取組の周知にチャレンジした。

子どもと子育て家庭を守るため
新たな事業運営に挑戦する
多様化する子どもたちの問題を早期にサポートすべく
児童家庭支援センターを新設し、子育て家庭の相談支援に取り組む。
クラウドファンディングを活用して新事業の資金調達×情報の発信にも挑戦
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児童養護施設「つつじが丘学園」

を経営するつるみね福祉会は、令

和2年4月JR茅野駅前のショッピ

ングビルの3階に諏訪地域で初と

なる児童家庭支援センター「つつ

じ」を開所した。主要駅に近く、

茅野市が運営する子育て支援施設

が同じフロアにあるため、近隣地

域の親子が立ち寄りやすくなって

いる。センター長を兼務する児童

養護施設「つつじが丘学園」の川

瀬 勝敏 園長は、「センターを独

立させて、利用者により身近なと

ころで相談支援が行えるように、

駅前に設置することにしました」

と説明する。

育児の孤立化で、自信をもつこ

とができずにいる保護者は多い。

さらに子育ての悩みは多様化し、

保護者だけでは対処するのが難し

い状況もある。児童家庭支援セン

ター「つつじ」では「ささいな困

り事でも、気軽に相談してもらえ

るように」と、相談中は職員が子

どもを預り、利用者が安心して相

談できるよう毎回同じ職員が応対

するなど、ていねいにかかわりな

がら計画的に支援を継続していく

仕組みとなっている。川瀬園長は

児童養護施設での経験から、もっ

と早くに相談があれば問題が深刻

化する前にくい止めることができ

たであろうケースを多く見てきた

という。子どもたちが困難な状況

に至らずに済むようにサポートし

たいとの思いから、利用してもら

いやすいように工夫している。

「つつじ」は子育ての悩みに専門

的に応じるほか、一時保護や自立

支援、里親制度の普及にも注力し

ている。児童福祉の専門知識があ

り、行政や教育機関と連携する相

談員2名と、心をケアする心理士1

名、諏訪地域初の里親支援専門相

談員1名、計4名を配置。すべて

の相談案件を記録し、月に2回ミー

ティングを行って情報を共有し、

ケースの検討を重ねながら課題整

理と問題解決にあたっている。

また、月1回「里親制度個人説

明会」を実施し、自治体関係者や

里親希望者との話しあいや研修を

重ね、里親制度の利用促進をサ

ポート。子どもたちそれぞれにあっ

た生き方が選択できるよう、その

“つなぎ”の役割を担っている。

「できる限り子どもたちにかか

わる大人を増やしていきたいと

思っています。家族のあり方の多

様化を支えることが大切です。地

域一丸となって子どもの“いの

ち、えがお、そだち（自立）”を

見守っていく土壌を築けるよう、

児童福祉にかかわる私たちの知識

や対応力を、役立てていきたいと

思います」（川瀬園長）

法人創立70周年を機に地域型

保育事業を新たに実施しようと、

小規模保育所の設立プロジェクト

を立ち上げた。長年、児童養護の

実践を通じて子どもたちと子育て

家庭の課題に向きあう川瀬園長

は、「育児に悩む保護者が“ほっ

とできる”居場所を地域のなかに

増やすこと。地域の総合的な子育

て支援の輪を広げることを目的し

ている」と話す。また、子どもの

ために懸命に働く保育士たちが働

きやすい職場であるようにと、

「子育てにかかわるすべての人び

とがハッピーになれる」居場所づ

くりをめざし、保育園の新設を決

意した。

一法人一施設の経営では予算確

保が難しい状況にあるため、運営

に必要な費用は寄附型クラウド

ファンディングを活用して資金調

達することにした。川瀬園長は歴

史のある既存施設の建替費用の寄

附をクラウドファンディングで

募った事例は知っていたものの、

新規事業の立ち上げに周囲の賛同

を得られるかどうか、不安に思っ

ていたという。しかし、当初の目

標金額である100万円を超え、約

1か月半の間で、84名の協力者か

ら166万2千円の寄付金が寄せら

れた。令和3年4月、「郷原つつ

じ保育園」を開設。寄付金による

予算の増額で、園庭に砂場や遊具

も設置することができた。

クラウドファンディングの活用

では、資金調達だけが目的ではな

く、支援を呼びかけたことで、法

人の活動を広く周知できたこと、

多くの人が共感をしてくれて、協

力を得られたことに大きな意義が

あったという。

「子育てにかかわるすべての人

びとがハッピーになれる」保育園

であるために、大切にしているこ

とがある。つつじが丘学園の前園

長である畑 邦成氏は、「子どもの

幸せと職員の幸せが学園の幸せで

ある」と話していた、子どもの育

ちを第一に考えるとともに、「子

どもを育て見守る側」である保育

士たちの心のケアもおろそかにし

てはならないと考えている。その

ため、法人が運営する児童家庭支

援センターの相談員が同じ法人内

の保育士の相談に応じ、育児の専

門的なアドバイスを行うなど、保

育士が心にゆとりをもって子ども

に接することができるようにサ

ポートしている。

保護者が育児相談をしやすい場

所を各地に増やし、保育士が結

婚・出産後も働けるよう労働環境

を整えるなど、つるみね福祉会は

ファンドレイジングを活用しなが

ら、子どもと子育てにかかわる人

びとのために新たな事業を展開し

ている。

児童家庭支援センターの職員。駅前ビル 3 階にある児童家庭支援センター「つつじ」（茅野
市）は、明るくゆったりとした空間。

深刻な家族問題に発展する前の砦
気軽に利用できる
子育て相談窓口事業

新たな試みで
資金を調達し
保育所を新設

月に 1 回実施している「里親制度個人説明会」
（フォスタリングマンデー）。

ブドウ畑の真ん中にある保育園では、子どもた
ちが自然の中でのびのびと遊んでいる。

クラウドファンディングで設立を実現させた、地域型保育事業（小規模保育事業 A 型）「郷
原つつじ保育園」（塩尻市）。

つるみね福祉会
の試み

Case 2
つるみね福祉会

の試み

Case 1
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児童養護施設のある岡谷市、児

童家庭支援センターを初めて設置

した茅野市、小規模保育所を新設

した塩尻市の3市で地域福祉の充

実を図るつるみね福祉会。直近の

国勢調査の結果、県内では茅野市

と塩尻市の人口が増えており、子

育て家庭のニーズや課題が新たに

生まれ、ますます支援が必要とな

ることが予想される。2市に子育て

支援の拠点を設け、多様化する

ニーズに応えられるよう支援体制

の整備を着実に進めている。

立て続けに子育て支援の拠点づ

くりに踏み切ったのは、川瀬園長

がこれまでに「子育ての悩みを相

談できる場所が近くにあれば、救

われた家庭があったかもしれない」

「子どもが児童養護施設に来る前

に、予防的支援ができたかもしれ

ない」といったケースを目の当た

りにしてきたからだ。また、70年

もの間、地域の信頼と児童福祉の

実績を積み重ねてきた法人には養

育に関する情報や経験が豊富にあ

り、小規模の拠点を各地に設置す

ることでそれらを地域で利用して

もらい、安心・安全な子育てを支

援していきたいと考えている。

一法人一施設でありながらも、

地域ごとの状況に柔軟に対応した

事業を展開する法人の取組には、

自治体や関連団体も注目している。

行政を動かした事業発足の一例と

して、昨年、児童家庭支援センター

「つつじ」の設立にあたっては、川

瀬園長自らが諏訪6市町村に働きか

け、相談支援事業の必要性を訴え

た。各地の児童相談所に余裕がな

くなるなか、行政の効率化も考慮し

たうえで子育て支援を拡充するに

は、児童養護施設で相談業務にあ

たる法人のノウハウをそのまま活か

すことが、地域にとってもメリット

になると説明。その趣旨に賛同した

茅野市との連携が決まり、児童家

庭支援センターの運営を受託する

ことになった。

こうして子どもを中心としたま

ちづくりの実現に向け、行政とと

もに歩みを進めている。「子ども

を語ることは未来を語ることであ

る」と考える川瀬園長は、さまざ

まな立場の者同士であっても、

「子どものため」という目的を共

有し話しあうことで、思いをとも

にして行動することができると実

感していると話す。児童家庭支援

センターは現在、養育に関する相

談窓口としての役割を果たすだけ

でなく、県社協や法人会、子育て

支援を行う団体、地域福祉にかか

わる機関など、多くの関連団体が

来所し、福祉に携わる関係者が情

報共有や意見交換、交流を行う場

にもなっている。センターが地域

連携の接点の場となるよう、つる

みね福祉会は今後も地域貢献のた

めの新たな取組に挑戦していくこ

とをめざしている。

児童養護施設という拠点を有す

るつるみね福祉会は、昨年から今

年にかけて、新規事業の立ち上げ

に着手し、潜在的な子育て家庭の

ニーズに応えようと試みている。

川瀬園長は「児童福祉施設がかか

わる子育て支援事業の可能性は大

きい」と考えており、法人の人材

やノウハウは、新たな形で地域の

ために役立てていくことができる

という。これまでは支援を必要と

する利用者が自ら施設に足を運ぶ

ことが主だったが、支援を必要と

しているにもかかわらず対応が行

き届いていない子育て家庭に対し

ては、施設側が地域に出向き、利

用者へ近づく支援も行うように

なった。

例えば、平成31年から子育て

支援の一環として実施している

「産後ママサポート事業」では、

出生後3か月未満の乳児を抱え、

育児や家事の援助を必要とする家

庭に支援者が訪問。施設の子育て

の専門職員や支援職員は育児の手

伝いだけでなく、自宅にこもりが

ちな産後の母親が一人で悩みを抱

え込まないよう話し相手にもな

る。「ささいなことでも、不安な

気持ちを相談することで、安心し

て育児を楽しんでほしい」という

思いで支援にあたっている。孤立

した育児や虐待を未然に防ぐため

にも、支援した家庭の状況を法人

内で共有し、関係各所と連携して

継続して支援していきたいと考え

ている。法人は地域で支えあう仕

組みをつくり、子どもや子育て家

庭のセーフティーネットを広げる

ことをめざしている。

また、子どもの安心・安全を守

るだけでなく、地域のなかで子ど

もが一人も取り残されないように

するには、社会全体で子どもや子

育て家庭にかかわる必要がある。

そこで川瀬園長は、子どもが社会

に出たときに、地域の人びとが子

どもたちの応援者となりえるよう

に、子どもや施設の現状について

周囲に理解してもらうための機会

や交流を日頃からもつようにして

いる。「子どもたちには地域のな

かでの支えが必要であり、機関連

携は不可欠。どんな環境に生まれ

た子どもあっても、『生まれは

違っても、育ちは公平であるよう

に』という思いを地域全体で共有

し、その子の生活を社会が守って

あげること。その子がやりたいこ

とを見つけられる環境を用意し、

チャレンジできる機会を与えるこ

とは社会の責任であり、社会福祉

法人がめざすべきことだ」と、川

瀬園長は話す。

子どもたちが社会のなかで「大

切にされている」と思えるよう

に、つるみね福祉会は地域連携を

図りながら、諏訪地域全体に支援

の輪を広げている。

令和 2 年 4 月 3 日、児童家庭支援センター「つつじ」が開所した。 地域の人びとが子どもたちの応援者となりえるよう、日頃から地域との交流を大切にして
いる。

機関連携で
子育て支援の輪を
地域全体に広げる

法人のもてる力を
地域に還元しながら
地域との連携を図る

「つつじ」にて、支援の在り方を考える意見交換
を実施。諏訪地域全体に支援の輪を広げていく。

「つつじ」では、関連団体の交流会やモーニン
グセミナーなどが行われている。

つるみね福祉会
の試み

Case 4
つるみね福祉会

の試み

Case 3
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